
お子さまが病気になったとき「仕事を休んで看病してあげたい」そう考えるのがご両親の本心ではないでしょうか？
でも、実際は「大切な会議がある」「会社に任された仕事がある」などで、どうしても休めない時、働くご両親のため
にあるのが病児保育室です。私たち病児保育すずは、そんな皆さまの力になりたいと考えています。病気の子ども
を預けて仕事に行くのは悪いことではありません。ご両親が仕事をしている間、お子さまの病状を看護師と保育士
でしっかりと観察、保育看護しながら療養中でもお子さまが楽しいと思える保育を提供していきますので、安心して
ご利用ください。

一日の流れ

すず小児科 来院（8:30）・診察
必要に応じて検査や処置を行うことがあります。病状によっては利用できない場合があります。

病児保育すず入室
保育士より病状等の聞き取りをします。入室時刻は前後する場合があります。

おやつ 検温
昼食

お昼寝
安静

検温
おやつ

病状に合わせた看護・保育を実施いたします

など

お迎え（ 月～金17:30／土12:30 ）
1日のお子さまの様子をお伝えします。
お薬を処方された方は、薬局にてお薬の説明があります。
必ず薬局へお寄りください。

《 ご利用について 》

0歳2か月～小学校6年生まで
（鹿児島市に住所を有する方）

● 定員

● 利用対象

6名

● 利用日

● 利用料金

● 予約について

予約システム「テオテ」にて利用登録・予約
をお願いします。 詳しくはこちら

月・火・水・木・金　8:30～18:00
土　8:30～13:00
※日曜日及び祝日、
　クリニック休診日（年末年始、お盆等）は休み

https://suzu-kids.com/childcare/#byoji_03

利用者負担金の区分              
A 生活保護世帯等
B 市町村民税非課税世帯
C 所得税非課税世帯
D その他市町村民税課税世帯

無料
無料
1,000円/日
2,000円/日



《 当日の持ち物 》

□ マイナンバーカード（資格確認書）

□ 鹿児島市こども医療費受給者証

□ お薬手帳（服用中のお薬がある場合）

□ 診察券（持っている方）

□ 医師連絡票（他院を受診して来院される場合）

□ 鹿児島市病児・病後児保育事業の
    利用者負担金減免申請書（必要な方のみ）

必ずお持ちいただくもの

必要な場合のみ

※全ての持ち物に名前（フルネーム）の記入をお願いします。
施設利用当日に提出するもの

□ 昼食
□ 飲み物
□ おやつ2回分
□ おはし（フォーク等）
□ 着替え一式（2～3セット）

□ ビニール袋（2～3枚）
□ 歯ブラシセット
□ タオル
□ バスタオル

《 病児保育についてQ&A 》

昼食・おやつ・飲み物・ミルクの用意は必要ですか？
各自で用意していただいております。手作りではなくても電子レンジで調理できるものでしたら提供でき
ます。病気の時ということもあり、いつどんなものが食べられるかわからないので体調に合わせて様々
な種類の食べ物を持って来てください。（例:お弁当、おかゆ、パン、ゼリー、プリン、果物、市販菓子など）

Q

A

Q

A

お昼寝布団は必要ですか？
保育室に用意しているので必要ありません。

Q

A

全員同じ保育室で過ごすのですか？
病気の症状や回復状態に合わせて最大3部屋に分かれて保育をしています。

Q

A

利用当日、高熱がなくても利用できますか？
病児だけでなく、病後児の方も利用対象となるので病気の回復期でもう一日ゆっくり過ごさせてあげた
いなと思われる時でもご利用いただけます。下記のような症状の時もご相談ください。

・熱は下がったが、元気がない。
・ひどい下痢で食欲がない。

・ぜん息の症状がある。
・夜、十分に寝られていない。

Q

A

学校指定感染症（インフルエンザ、アデノウイルスなど）でも利用できますか？
利用可能ですが、お子さまの病状によっては利用できないことがあります。

□ 食事用エプロン
□ 手口拭き
□ おしり拭き
□ オムツ（7枚程度）

□ ミルク・哺乳瓶
□ コップまたはマグ等
□ スタイ（よだれかけ）
□ お薬

下痢の方は多めにご持参ください そのまま飲めないお子さまについては
一緒に飲めるゼリー等をご持参ください
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〒891-0105 鹿児島県鹿児島市中山町2126

〔　　　　　　　 併設 〕


